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1．シチリアにおける復讐（Vendetta）

イタリア語で「復讐」のことを “Vendetta” とい
う．イタリア語の諺には，「最良の復讐とは敵を
許すことだ」（La miglior vendetta è il perdon.）と
いうのがあるが，シチリアの復讐の歴史は憎悪を
超えたある種の恐ろしさを感じると言わざるを得
ない．

西ヨーロッパで特異な復讐をもってきた，地中
海最大の島シチリアでは，近世以降，スペインの
ハプスブルク家が支配した時代が続いた．シチリ
アの住民は，スペインの過酷すぎる徴税に対抗す
るために自団を組織し，農民たちは彼らにスペイ
ンからの徴税者の殺害を依頼し，それがのちにマ

フィアの発展につながった．農地管理人（カンパー
ロ）は財産を守るために銃で武装する一方，税金
を徴収する農場管理人（ガベロット，ファットー
レ）は農地管理人とも呼ばれ，農民に君臨してい
たのである．

スペイン支配の時代，年に一度，徴税にシチリ
アに来たスペインの官吏は翌日，遺体で発見され
たことが少なくなかった．自警団に官吏の殺害を
依頼したシチリアの島民は自警団のことは固く口
を閉ざした．シチリアの農民たちがマフィアの窓
口として知っている人物は 1 人あるいは 1 家族に
限られ，だれが上層部であるか，具体的には知ら
れていないとされる．誰がマフィアか分からない
のである．何かあると助けてくれるが，結果的に
マフィアを裏切ると残酷な私刑が待っていた 1）．

The vengeance has been present all the world from the ancient times until now.  In some areas such as Japan, 
Alabania, Corisica, Sicily, Arabian Penisula and Columbia, the vengeance has been appeared as a duty.  Even in the 
communities of the refugees in EU(European Union) and USA the vengeance as a honor killing is being found in 
the modern times and shall be also taking for the future.  In the modern times the vengeance have often been seemed 
to change toward the honor murder especially in Middle East, Pakistan, and India

The essay shall analyze the aspects of the vengeance as an obligation in the comparative culture through the 
interpretation of the texts.  It shall also examine the common features of the areas listed above.  One lies in a narrow, 
closed world, while another suffers from the gap between a tradition and a modernization.  Finally it shall study 
modern developing or already developed society that are deeply attached to the tradition of their culture.

On the part two I will criticize on the vengeance of Sicily, Arabian Peninsula and the communities of refugees in 
EU.
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妻の不貞に際しては，拘留中であっても妻を殺
害しようとする．1911 年に起きた事件を小説に
描いたノーベル文学賞作家ルイージ・ピランデッ
ロ（Luigi Pirandello, 1867 - 1936）の短編に「真実」
があるが，14 世紀に定められたトラパニ法には

「夫は姦通を犯した妻とその愛人を殺害すること
が可能で，またその義務がある……ただし成敗は
ただちになること」と記されている．この法律が
全面的に廃止されるのは 1981 年になってからで
ある 2）．姦通罪を思わせるトラパニ法の記載であ
るが，ここでも姦通に対しての復讐が義務として
位置づけられ，20 世紀の後半まで続いたことに
驚く．

短編「真実」は裁判経過とともに描かれている．
「その二，三時間前に，彼の妻が，騎士の称号を

持つドン・アガディーノ・フィオリーカとともに
不義密通の現場を取り押さえられた．両手にいっ
ぱいの指輪をはめ，頬を赤紫色にぬり，積み荷の
小麦を太鼓にあわせて教会に運ぶラバのようにけ
ばけばしく着飾ったドンナ・グラツィエッラ・
フィオリーカ夫人，すなわち騎士の奥さんが，自
分の手で不倫を証拠立てようと，スパノー副警
視正と二人の警官をともなって，そこアルコ・
ディ・スポートの路地にやってきたのである．隣
人たちは不幸な出来事をタララに隠しとおすこと
ができなかった．彼の妻が一晩中，騎士とともに
拘留されていたからだ．つぎの朝タララは，妻が
黙りこくって出入口に姿を現したのに気づくやい
なや，近所の女たちが駆け寄るすきも与えずに斧
を握って飛びかかり，彼女の頭を叩き割った．」

（竹内なおみ訳）（Porche pre Avanti, sua moglia era 
stata sorpresa in flagrante aulteria insieme col cavaliere 
don Agatino Filrìca.  La signora donna Graziella 
Fiorìca, moglie del cavaliere, con dita piene dʼanelli, le 
gote tinte di uva turca, e tutta inffiocchettata come una 
di quelle mule che recano a suon di tamburo un carico 
di frumento alla Chiesa, aveva guidato lei stessa in 
persona il delegato di pubblica sicurezza, là nel vicolo 
dellʼArco di Spoto, per la constantzione dellʼadulterio.  
Il vicinato non aveva potuto nascondere a Tarrarà la 
sua disgrazia,perché la moglia era stata trattenuta in 
arresto, col cavaliere, tutta la note.  La mattina seguente 

Tararà, appema se la era visita ricomparire zitta zitta 
davanti allʼuscio di strada, prima che le vicine avessero 
tempo dʼaccorrire, le era saltato addosso con lʼaccetta in 
pugno e le aveva spaccato la testa.）3）．

裁判を通じて，主人公の男タララは延々と彼が
真実と信じる陳述を行った．無邪気な自供に対
して，裁判官は被告タララにたずねた．「つまり
これがあなたの陳述ですね？（竹内なおみ訳）」

（Questa dunque è la vosta tesi?）4）．情状酌量の価
値あるとされたタララには，13 年の懲役が宣告
された．

2．アラブ世界の復讐

イスラム以前の時代，ジャーヒリーヤと呼ばれ
た時代，復讐の詩を残した詩人たちがいた 5）．
文字のない時代，口承で伝えられ，のちに詩人
アブー・タンマーンが『武勇詩集』（Kitāb al-
Ħamāsa）に収めたものである．ジャーヒリーヤ
時代，アラビア半島には美徳たる「男らしさ」

（muruwwa）というものがあった．寛大さ（karm），
勇敢さ（ħamāsa），忠実さ（wafāʔ）である．言い
換えれば，大半はその正反対の価値観で生きてい
たといえる．イスラム時代になって失われていく，
砂漠の遊牧民を彷彿させるオアシスのパリパリし
た大気を感じさせるジャーヒリーヤの詩は後世の
偽作だという意見がある一方で，イスラム時代の
詩とは別種のものであることも事実であり，無法
な秩序，刹那的な快楽，卑怯者そのものの価値観
には共感に近い虚しさを感じさせてくれる．『武
勇詩集』に収められている，タアバッタ・シャッ
ランの復讐の詩はその中でも特異な存在であり，
ゲーテも『西東詩集』の「注と論考」でドイツ語
訳を紹介していることでも知られる 6）．

　タアバッタ・シャッラン（不吉なものを脇に
かかえて持ってきた男）とはラカブ（渾名）で，
本名はサービト・イブン・ジャービル・イブン・
スフヤーンと言った．
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（母親が息子にいった．「お前の兄弟は誰でも，
あたしのところに何かもってきてくれるというの
に，お前ときた日には，何一つもってきれくれた
ためしもないじゃないか？」．そこで，彼は母親
にいった．「母さん，そんなら，今晩，何かもっ
てきてやるよ．」そういって出かけた息子は，帰
りぎわに，いつも通る道から逸れ，そこにいたと
りわけ大きな蝮を一匹，捕まえた．彼は，蝮を袋
の中に入れるや，脇の下にかかえて歩いた．家の
そばまでくると，彼は袋を手に持ちかえ，袋を開
けるや，母親のいる家に急いだ．母親は，それを
見て，それこそ飛び上がって逃げ出した．部族の
ある女性がいった．「サービトさんがもってきた
というのは，あの蝮なんですってね．」母親はいっ
た．「袋の中に入れて，もってきたのじゃ．」「ど
うやってもってきたのかしら．」「脇の下にかかえ
て，もってきたんじゃ．ああ，実に不吉なものを
脇のしたにかかえて，持ってきたのじゃ．不吉な 
ものを脇の下にかかえて，さげてきたものじゃ．」7） 

（筆者訳）
部族社会から変貌しようとしていたジャーヒ

リーヤ時代，それを懐かしむだけではなく，激し
く固守しようと人たちがいないわけではなかっ
た．ドライにして現実的な遊牧社会の勇者がいる
一方，どちらかというと部族社会の除け者となり，
彼ら同士で手段を組織した．彼らはサアーリーク

（al-Ŧaʕālīlk）と呼ばれる盗賊団を組織し，悪行に
走ることが少なくなかった．新しくできる価値観
と規則に縛られないサアーリークの詩人たちは，
ジャーヒリーヤ時代からウマイヤ朝時代の文学に
異才を放っている 8）．

【アラビア語原文】9）

【アラビア語からの井筒俊彦訳】10）

サルウの下手の谷間に、
血の渇きを訴えて止まぬ一個の屍がある

復讐の重荷は俺の雙型に残された
いそいそと俺はその荷を取り上げて肩を負う。

叔父さんの血の報復の責は、よし俺が引き受けた。
怖いもの知らずの俺のことだ。俺の結んだ結び
瘤は誰にも解けるものじゃない。

爛々たるまなこを地に伏せ、毒液を全身から泌み
だすさまは、

猛毒を吐く蛇体のような、つまり蝮のような男
さ、この俺は

厭わしい知らせが来たものだ、陰鬱な知らせが。
それと並べればどんな不幸も不幸には思えぬ。

意地悪の運命が、またも一人の勇者を奪って行っ
た、

仲間から嘗て臆病者と言われたことのない勇者
を。

厳寒の季節には煕々と照る太陽のような人であっ
た。
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大空に天狼星の燃える頃は涼風かおるオアシス
のような人だった。

身体はすらりとか細くて、とっても貧乏でものを
食べないわけじゃない。

手にあったものは気前よく何でもひとに呉れて
やる

その人となり豪放磊放、「勇気」がいつも道連れで、
彼は留まれば、「勇気」も共に宿を取る。

その財を惜しみなく上に分けるときは、沛然と降
りしきる雨のごとく、

一たび敵を攻める時は驀進する獅子王の姿とな
る。

部族の中にあっては波打つ黒髪をなびかせて長衣
の裾を地に曳き、

いざ戦いとなれば忽ち長身細腰の狼に変貌する。
誰しらぬ者もない二つの味を有った人だった。

つまり味方には蜂蜜、敵には苦水。
ただ独り「恐怖」の馬に銙って広野を往く時、

彼が伴侶はただ刀こぼれ深き南アラビアの名剣
のみ。

原詩はさらに 13 行続き，フライタークのラテ
ン語訳を底本にしたゲーテ訳 11）も同様である．
日本語訳の『西東詩集―注と論考』12）にもタア
バッタ・シャッランの詩が訳出されている．

詩を通じ，自分たちがいかに勇敢で，相手がい
かに臆病か，リアルに描かれている．アラビア半
島の遊牧民の勇者は，血の復讐が達せないと，恐
ろしい渇きを感じ，人間の血に対しては同じ人間
の血で補わないとならない．復讐がなされないと
きは，死者の頭部から一羽の鳥（彼らはそれをハー
マ鳥と呼んだ）が飛び出したと信じられていた．
その鳥は「水が飲みたい（イスクーニー）」（isqūnī）
と鳴いたと記録されている 13）．

復讐の詩は，イスラム以前には見られた女性詩
人の作品にも残っている 14）．女流詩人ハンサー
はその代表的な女性である．2 人の兄（ムアーウィ
ヤ，サフル）を失った彼女の悲歌はいまも多くの
ファンが少なくない．

私は寝付かず　眠れぬ夜を過ごしているのです
ちょうど私の目が膿んだかのようです．

星を見ます　それらをみても苦しみを感じること
はなかったのに

いまはしばしば　着物の裾で身を覆うのです．
私は聞きました，その報せにとても悲しくなりま
した．

その報せは，何度も何度も繰り返されました．
こうです，サフル兄さんは墓の中に埋葬された，と，

墓の傍らには　石と石が投げられた，と．
いざ，出陣です，神は兄さんを見捨てはしません，

兄さんのために，不正を退け，アキレス腱に狙
いを定めるのです．

兄さんは　いつも正義の心をもっていました，
怖気のない刀を鞘に納めていました．

ちょうど閃光が　夜まで輝かす矢の穂先のように
たいへん冷徹で　自由でした，自由の申し子で
した．

私は　兄さんのために白子鳩のようになきじゃく
ります，

夜の星は　夜の旅行者のために輝いているでは
ありません．

夜は幸福に酔いしたりません，ともに敵と戦うの
です，

黒い鶏が　白く成り果てるまでは．（筆者訳 15））

ハンサーは 19 世紀より，ヨーロッパで単一の
詩人として論じられてきた 16）．「古来より，全オ
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リエントにおいて死者のために謳われてきた悲嘆
の叫び（nawħ）から，古来アラビア人にとって
は詩が唯一のジャンルだったとはいえ，ヘブラ
イ人にとっても哀歌（Qînâh）と同様，悲嘆の叫
びは嘆きの詩に発展したのである．」とドイツの
ネルデケは論じつつ，「けして芸術的とはいえな
いこの種の哀歌は女性によるものであることが多
く」「死者に対する畏敬を表現した哀恨の辞」は「男
性によっても価値あるもの」であり，「将来の展
望として宿敵を倒し，貧しき者を向かい入れ，来
客としてもてなすはずの人物を希求している」と
結論づけている 17）．

ハンサーはジャーヒリーヤ時代からイスラム時
代に生きた詩人であるが，今日のパレスチナ抵抗
詩の女流詩人を思い出すほどの現代性をいまでも
もっている．復讐の実行者は間違いなく，将来の
伴侶に託されている．ハンサーの詩の大半は兄ム
アーウィヤとサフルに向けられており 18），『武勇
詩集』の一角を担っている．

3．コロンビア

コロンビアのノーベル文学賞作家ガルシア・
マルケス（Gabriel García Márquez, 1927-2014）の
作品に『予告された殺人の記録』（Crónica de una 
muerte anuniada, 1981）という中編がある．1951 年，
コロンビアのスクレ町（Sucre）で起きた殺人事
件を再現した作品で，1987 年にイタリアの映画
監督フランチェスコ・ロッシ（Francesco Rosi）に
よって映画化されて話題になり，またこの作品が
出版された翌年にノーベル文学賞を受賞したこと
からも世界的に知られた．二人の兄弟に殺された
サンチアゴ・ナサル（Santiago Nasar）はガルシ
ア・マルケスの子供時代からの友人であったとい
われる．

Yo lo vi en su memoria.  Había cumplido 21 años 
la última semana de enero, y era esbelto y pálido, y 
tenía los párpados árabes y los cabellos rizados de 
su padre.  Era el hijo único de un matrimonio de 
conveniencia que no tuvo n dolo instante de felicidad, 
pero él parecía feliz con su padre hasta que éste murió 

de repente, tres años antes, y siguió pareciéndolo con 
la madre solitaria hasta el lunes de su muerte.  De ella 
heradó el instinto.  De su padre aprendió desde muy 
niño el dominio de las armas de fuego, el amor por 
los caballos y la maestranza de las aves de presa altas, 
pero de él aprendió también las buenas arrtes del valor 
y la prudencia. Hablaban en árabe entre ellos, pero 
no delante de Plácida Linero para que no se sintiera 
excluida.　（わたしは彼女の記憶を通して彼を見
た．彼は一月の最後の週に二十一歳を迎えたので
あった．細身で色白，アラブ風の瞼とちぢれた髪
は父親譲りであった．彼は攻略まがいの結婚では
ほとんど幸せを味わったことのない夫婦の間にで
きた一人息子だった．それでも父親とは，三年前
に突然死なれるまでうまくいっていたようだし，
寡婦となった母親との仲も，彼が死を迎える月曜
日までしっくりいっていたようだ．彼の生まれつ
きの性格は，母親から受け継いでいた．また父親
には，銃の使い方や馬を愛すること，鷹狩りの方
法を習う一方，いかにして大胆にあるいは慎重に
振る舞うかも教わった．彼ら父子の間ではアラビ
ア語で話をしたが，プラシダ・リネロの前では，
疎外感をかんじさせないよう，そうすることは控
えた．）［野谷文昭訳］19）

プラシダ・リネロとは，サンティアゴ・ナサー
ルの母親である．ピカリオ兄弟の末の妹アンヘ
ラ・ビカリオは貧しい家族のために金持ち風情で
村にやってきたバヤルド・サン・ロマンと結婚し
た．初夜の晩，アンヘラが処女でないことを知っ
たバヤルドは彼女を実家に帰らせた．兄弟はアン
ヘラの相手を強引に聞き出し，それがサンティア
ゴ・ナサールであると聞かされた．兄弟は一家に
恥をもたらした，サンティアゴ・ナサールを殺害
することを決めた．村人の誰もがそのことを知っ
ていた．本人のサンティアゴ・ナサールを除いて．

Bayardo San Román, el hombre que develovío la 
esposa, había venido por primera vez en agosto del 
año anterior: seis meses antes de la boda.  Llego en 
el buque semanal con unas al forjas guarnecidas de 
la plata que hacían juego con las habillas de la correa 
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y las argollas de los botines. Andaba por los treinte 
años, pero muy bien escondidos, pues tenía una cintura 
angosta e novillero, los ojos dorados, y la piel cocinada 
a fuego lento por el salitre.
（妻を実家に帰した男，バヤルド・サン・ロマ

ンが初めて姿を見せたのは，前の年の八月，つま
り婚礼の六ヶ月前である．週に一度の定期便で着
いたとき，彼は鞍袋を担いでいた．その鞍袋の銀
の飾りは，半長靴の輪飾りやベルトのバックルと
揃いになっていた．当時三十歳ぐらいだったが，
とてもそうは見えなかった．というのも，腰は闘
牛士のようにひきしまり，眼は光り輝き，肌は硝
石のとろ火でこんがり焼いたみたいだったからで
ある．）［野谷文昭訳］20）

20 世紀初頭，今日のレバノン・シリアに住む
キリスト教徒各派の人々は戦乱で明け暮れる故郷
を後に，北米・中米・南米に移住した．「宗教の
坩堝」と呼ばれてきたレバノン山系にはキリスト
教といっても，ニケーアの宗教会議（325 年）で
コンスタンティヌス大帝によって異端とされた宗
派がいまなお存続していることでも知られる 21）．
移民として移住した新大陸の地でもコミュニティ
を形成しつつ，アラビア語文学を開花させたこと
でも知られる．アラビア語の出版物を刊行する傍
ら，英語やスペイン語でも著述した 22）．彼らは
しばしば，中東世界が培ってきた家族の名誉とそ
れを固守するためには殺人も辞さない文化をもた
らした．南米のコロンビアもその例外ではなかっ
た．

作品を通じて，復讐の延長上にある名誉殺人を
犯すビカリオ兄弟は，中東系移民であり，キリス
ト教徒であることが伺える．殺人を犯して神父の
もとに懺悔のために駆けつける兄弟は，熱心なカ
トリック教徒 23）を思わせる．

Bayardo San Roman no entró, sino que empujó 
con suavidad a su esposa hacia el interior de la casa, 
sin decir una palabra.(...), y se fue a la muerte con su 
secreto. «Lo único que recuerdo es que me sostenía por 
el pelo con una mano y me golpeaba con la otoro tanta 
rabia que pensé que me iba a mutar.», me contó Ángela 

Vicario.
（バヤルド・サン・ロマンは家に入らず，黙っ

たまま，妻をそっと中に押しやった．（中略）娘
は秘密を抱いたまま，あやうく死ぬところであっ
た．「思い出せるのは，母さんに髪の毛をつかまれ，
もう片方の手で，殺される思ったくらい，すごい
剣幕でぶたれたことだけよ」とアンヘラ・ビカリ
オはわたしに語っている．）［野谷文昭訳］24）

母親の強い勧めにもかかわらず，アンヘラ・ピ
カリオは金持ちのバヤルド・サン・ロマンとの結
婚はあまり乗る気ではなかった．しかし，貧しい
移民一家にとって，結婚は豊かになるまたとない
チャンスであった．アンヘラは結婚を承諾するし
かなかった．

Los gemelos volvioeron a la casa un poco antes 
de las tres, llamados de urgencia por su madre.  
Encontraron a Ángela Vicario tumbada bocabajo enun 
sofá del comedor con la cara macerada a golpes, pero 
había terminado de llorar.  «Ya no estaba asustada – me 
dijo –.  Al contario: sentía como si por fin me hubiera 
quintado de encima la conduerma de la muerte, y lo 
único que quiería era que todo terminara rápido par 
tirarme a dormir.»  Pedro Vicario, el más resuelto de 
los hermenos, la levantó en vilo por la cintura y la 
sentó en la mesa del comedor.  – Auda niña – le dijo 
temblando de rabia –: dinos quién fue.(...) – Santiago 
Nasar – dijo.
（三時ちょっと前，母親の急の知らせを聞いた

双子の兄弟が戻ってきた．彼らはアンヘラ・ビカ
リオが食堂のソファーにうつ伏せになっているの
を見た．顔は叩かれたために腫れ上がっていた
が，もう泣いてはいなかった．「そのときは，も
う怖くはなかったわ」と彼女はわたしに言った．

「それどころか，死ぬ思いから解放されたみたい
な気がして，何もかも早く終わってほしい．ひっ
くりかえって眠りたいと，ただそう思っていたの」
すると兄よりも判断力のあったペドロ・ビカリオ
が，彼女を抱き上げ，食堂のテーブルに座らせた．

「さあ」と彼は，怒りに身を震わせながら言った．
「相手が誰なのか教えるんだ」彼女は，ほとんど
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ためらわずに言った．（中略）「サンティアゴ・ナ
サールよ」彼女はそう答えた．）［野谷文昭訳］25）

村人の誰もがビカリオ兄弟がサンティアゴ・ナ
サールを殺すだろうということを知った．知らな
いのは，本人のサンティアゴ・ナサールと彼の一
族だけであった．兄弟はナイフを丹念に磨き，準
備を万端に整えた．そして，サンティアゴ・ナサー
ルを白昼，殺害したのである．誰も彼を助けよう
とせず，門のカギを閉ざした．殺害に成功すると，
兄弟はその足で神父のいる司祭館に急ぎ，懺悔し
た．そして，警察に出頭したのである．

El abogado sustento la tesis del homicidio en 
legítima defensa del honor, que fue admitida por el 
tribunal de conciencia, y los gemelos declararon al final 
del juicío que jubieran vuelto a hacerlo mil veces por los 
misimos motivos.  Fueron ellos quienes vislumbraron 
el recuruso de la defensa desde que se rindieron el 
recurso de la defensa desde que se rindieron ante su 
iglesia pocos minutos después del crimen.  Irrumpieron 
jadeando en la Casa Cural, perseguidos de cerca por un 
grupo de árabes enardecidos, y pusieron los cuchillos 
con el acero limpio en la mese del padre Amador. (...) – 
Lo matamos a conciencia – dijo Pedro Vicaria –, pero 
somos inocentes.  – Tal vez ante Dios – dijo el padre 
Amador.  – Ante Dios y ante los hombres – dijo Pablo 
Vicario – .  Fue un asunto de honor.
（弁護人は，名誉を守るための殺人は正当であ

るという論を展開し，陪審員たちはそれを認めた．
そして双子の兄弟は，公判の終わりに，名誉のた
めなら何度でも同じことをするだろうと宣言し
た．犯行から何分かの後，司祭館で，捕まる覚悟
を決めたとき，彼らには自分たちを弁護する論が
どんなものなのかおそよ察しがついていた．彼ら
は，いきりたったアラブ人のグループに追われ，
捕まる寸前，息せき切って司祭館に駆け込んだの
だった．彼らは，アマドール神父の机の上に，血
をぬぐったナイフを置いた．（中略）「おれたちは
殺すつもりで殺しました」とペドロ・ビカリオは
言った．「だけど，俺たちに罪はない」「神の前で
はたぶんそうでしょう」とアマドール神父は言っ

た．「神の前だって人の前だって同じだ」とパブ
ロ・ビカリオが言った．「あれは名誉の問題だっ
たんだ」［野谷文昭訳］26）

ガルシア・マルケスの文体は淡々としながら
も，不思議に惹き込まれていく．

Nunca hubo una muerte más anunciada.  Después 
de que la hermana les revoló el nombre, los gemelos 
Vicario pasaron por el depósito de la pocilga, donde 
guardaban los útiles de sacrificio, y escogieron los dos 
cuchillos mejores: uno de descuartizar, de diez pulgadas 
de lorgo por dos y media de ancho, y otro de limpiar, 
de siete pulgadas de largo por una y media ancho.
（これほど十分に予告された殺人は，例がなかっ

た．妹が名前を明らかにした後，ビカリオ兄弟は，
屠殺用の道具がしまってあった，豚小屋の物置き
に入り，一番上等なナイフを二本選んだ．一本は，
豚を解体するのに使うもので，長さ十インチ，幅
二インチ半，もう一本は調理用の長さ七インチ，
幅一インチ半のナイフだった．彼らはそれをぼろ
布にくるむと，研ぐためにぼつぼつ店が開き始め
た肉の市場へ出かけた．）［野谷文昭訳］27）

この記述から彼らがアラブ人といっても，豚を
食べるキリスト教徒であり，動物をザブハ（屠殺）
するように復讐を果たす文化を踏襲していること
を知る．名誉のために妹がかつて関係をもったと
されたサンティアゴ・ナサールを殺害したビカリ
オ兄弟は留置場に拘留された．アラブ人家族から
の報復を受けないためもあったが，家族は豊かで
はなかったので保釈金が払えず，拘留期間が 3 年
近くに及んだ．

Tal vez los hermanos Vicario hubieran pensado lo 
mismo de las ocho d la mañana, cuando de sintieron a 
salvo de los árabes.
（午前八時，アラブ人の追手から逃れたと分かっ

たとき，ビカリオ兄弟も多分同じことを思ったで
あろう．二人はそのとき，義務を果たしたことで
誇りを感じ，ほっとした気分になったのであっ
た．）［野谷文昭訳］28）
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町では，ビカリオ兄弟にアラブ系移民のナサー
ル家が報復の殺害が噂された．

El temor de los gemelos respondía al estado de 
ánimo de la calle.  No se descartaba una represalia de 
los árabesm, pero nadie, salvo los hermanos.(...) Los 
árabes constituíam una comunidad de inmigrantes 
pacificos que se establecieron a principios del siglo 
en los pueblos de Caribe, aun en los más remotos 
y pobres, y allí se quedaron vendiendo trapis de 
colores ya baratijas de fería.  Eran unidos, laboriosos y 
católicos.  Se casaban entre ellos, importaban su trigo, 
criaban corderos en los patíos y cultivaban el orégano 
y la berenjena, y su única pasión tormentosa eran los 
juegos de barajas.
（双子の兄弟の恐怖心は，町の空気に応じたも

のだった．アラブ人の仕返しが相変わらず噂され
ていた．（中略）アラブ人たちは，穏やかな移民
からなるグループを作っていた．彼らは，今世紀
の初めに，カリブ海地方の町や村に住み着いた．
その中にはきわめて辺鄙で貧しい場所もあった．
彼らは，そこで色とりどりの布地や安物の装身具
を売って暮らした．団結力があり，勤勉でカトリッ
ク教徒だった彼らは，仲間同士で結婚し，自分た
ちで小麦を輸入し，中庭で仔羊を育て，オレガノ
や茄子を栽培していた．そんな彼らが情熱を燃や
すとすればカルタ遊びぐらいなものだった．）［野
谷文昭訳］29）

しかし，処女でないためにバヤルド・サン・ロ
マンによって新居を追い出されたアンヘラ・ビカ
リオの相手はサンティアゴ・ナサールではないこ
とを彼女は友人に示唆している 30）．ガルシア・
マルケスの家族が住んだ，予告殺人の起きた，
1940 年から 1951 年のスクレ町はコロンビアでも
無名の小さな町であり，殺人事件や暴力事件が絶
えなかったとされている 31）．

Había hecho más que los posible para que Ángela 
Vicario se muiera en vida, pero la misma hija le 
malogró los propósitos, porque nunca hizo ningú 

misterio de su desventura.  Al contrario : a todo el que 
quiso oírla se la contaba con sus pormenores, salvo 
el que nuca se había de aclarar  : quién fue, y cómo y 
cuand, el verdadero causante de su perjuicio, porque 
nadie creyó que en realidada hubiera sido Santiago 
Nasar.  Pertenecían a dos mundos divergentes.  Nadie 
los vio nunca juntos, y mucho menos solos.  Santiago 
Nasar era demasiado altivo para fijarese en ella.  (...) La 
versión más corriente, tal vez por ser la más perversa, 
era que Ángela Vicario estaba protegiendo a alquien a 
quien de verasa amaba, y había escogido el nombre de 
Santiago Nasar por que nunca pensó que sus hermanos 
se atreverían contora él.
（母親は何がなんでもアンヘラ・ピカリオを生

きたまま死なせようとした．ところが当の娘がそ
の意図を打ち砕いてしまった．娘は自分の不幸に
ついて，少しも隠そうとしなかったからだ．それ
どころか，聞きたがる者には誰にでも，詳しく話
して聞かせたのである．しかし，実際にサンティ
アゴ・ナサールだったとは誰ひとり思わなかった
以上，本当は誰で，またいつ，どのようにして彼
女と関係したのか，とい疑問が残っていたのだが，
そのことだけは，語ろうとせず，ついに分からず
じまいとなった．彼らは互いに別の世界に属して
いた．二人がいっしょにいるのを見たものはいな
い上に，いつでも他の誰かと一緒だったからだ．
サンティアゴ・ナサールは，彼女に目をつけるに
は，気位が高すぎた．（中略）おそらく一番意地
が悪いために，もっとも一般的であった解釈は，
こういうものだった．つまり，アンヘラ・ビカリ
オは本当に愛していた男を庇っている，彼女がサ
ンティアゴ・ナサールの名前を選んだのは，まさ
か兄たちが彼といさかいをするとは思わなかった
からだ，というのである．）［野谷文昭訳］32）

サンティアゴ・ナサールには双方の親同士が認
め合った許婚のフローラ・ミゲルがいた．彼女は
サンティアゴ・ナサールが家に帰されたアンヘ
ラ・ビカリオを名誉回復のために無理やり結婚さ
せられるのではないかと腹立ちながら泣き，これ
までの彼からの手紙を整理した 33）．多くの村人
はサンティアゴ・ナサールがアンヘラ・ビカリオ
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の処女を奪った男とは考えていなかった．

(...) que Bayardo San Román estaba en su vida para 
siempre desde que llevó de regreso a su casa.  Fue un 
golpe de gracia.  «De pronto, cuando mamá empezóa 
pegarme, empecéa acordame de él.»
（彼女はバヤルド・サン・ロマンに実家に連れ

戻されてからというもの，彼のことを常に思い続
けてきたということである．彼女にとってそれは
啓示のようなものであった．「お母さんがあたし
を叩き始めたとき，突然，あの人のことを思い出
したの．それが始まりよ．」）［野谷文昭訳］34）

何年も経った後，アンヘラはバヤルド・サン・
ロマンに出逢うことがあった．母親といっしょに
眼の検査のために病院に生き，帰りに知り合いが
経営するホテルに立ち寄って，水を飲んだので
ある．「y lo vio passar a su lado sin verla（すると彼
が，彼女には目もくれずに脇を過ぎ，ホテルを
出て行ったのである）」「Nacióde nuevo.（彼女は
生まれ変わった．）」結果，「«Me volví loca por él.»

（「あの人に夢中になってしまった．」）」［野谷文昭
訳］35）のである．「A fines de esa semana, sin haber 
conseguido un minuto de sosiego, le escribióla primera 
carta.（その週末，一時たりとも落ち着くことの
できなかった彼女は，彼に最初の手紙を書いた．）」

［野谷文昭訳］36）．しかし，手紙の返事はこなかっ
た．2 ヵ月後，今度は長い手紙を書いた．6 ケ月
後には彼女の手紙は 6 通になっていたが，返答
はまったくなかった．「(...) que el odio y el amor 
son pasiones recíprocas.（憎しみと愛が二つで一つ
の情熱であること．）」を発見したアンヘラは，

「Escribióuna carta semanal durante media vida.（ 半
生を通じて，毎週手紙を書き続きた．）」［野谷文
昭訳］37）．十年目を迎えたとき，「(...) la despertóla 
certidumbre de que él estaba desnudo en su cama.  Le 
escribió entonces una carta febril de veintenpliegos en 
la que soltósin pudor las verdadaes amargas (...)（ある
風の吹く明け方，彼女は，自分のベッドに裸の彼
がいるのを確かに感じて目を覚ました．そこで彼
女は彼に宛て，便せん二十枚を使った熱烈な手紙
をしたためた）」［野谷文昭訳］38）．「Un Mediodía 

de agosto, mientos bordaba con sus amigas, sintióque 
alguien llegaba a la puerta.  No tuvo que mirar par 
saber quién era.（八月のある真昼時，友人たちと
刺繍に精を出していた彼女は，誰かが戸口にやっ
てくるのが分かった．それが誰かを知るために振
り返る必要はなかった」［野谷文昭訳］39）．

– Bueno – dijo – , aquíestoy.
Llevaba la maleta de la ropa para quedarse, y otra 

maleta igual con casi dos mil cartas que ella le había 
escrito.  Estaban ordenadas por sus fechas, en paquetes 
considos con cintas de colores, y todas sin abrir.
（「さてと」と彼は言った．「やってきたよ」彼

は着替えの詰まった旅行カバンの他に，もうひと
つ同じものをもってきていた．それには彼女が彼
に書き送った，二千通余りの手紙が詰まってい
た．手紙は日付の順に束ねられ，色つきのリボン
で縛ってあったが，すべて封は切られていなかっ
た．）［野谷文昭訳］40）

なお，当時のカトリック世界は別居はできても，
離婚はできないことでも有名でも知られていた．

4．復讐から名誉殺人へ

復讐はしばしば報復という連鎖を生む．復讐に
対しては復讐が企てられる．娘や妻の不貞を監視
するのは夫であり，妻の家族を含めた男の義務で
ある．その結果，復讐の連鎖を避け，名誉を守る
ための名誉殺人が今日まで続いている 41）．名誉
殺人（Jarâʔim al-ʃarf）がイスラム世界で行われイ
スラム法でも規定しているため 42），イスラム世
界のものと誤解されているが，もともと今日の名
誉殺人はもともと地域に根差したものであり，宗
教に関係するものではない．今日，実際に名誉殺
人が行われている地域として，アフガニスタン，
バングラデシュ，ブラジル，エクアドル，エジプト，
パレスチナ，インド，イスラエル，イラク，パキ
スタン，モロッコ，トルコ，ウガンダなどだけに
とどまらず，移民・難民を積極的に受け入れてい
るヨーロッパ（とくにドイツ，フランス，スカン
ジナビア諸国，イギリスなど）をあげている 43）．



− 68 −

義務としての復讐をめぐる対比研究の試み―2（関根謙司）

イスラム世界はウンマ（イスラム共同体）の実
現を希求しつつ，それまでの伝統文化を部分的に
維持してきた．名誉殺人は家族の名誉を守るため
の義務としての復讐を家族内部の問題として捉え
る．名誉殺人が現在も多発しているのはパキスタ
ンとされ 44），国家やウンマの規定よりも，部族
社会が強力な権威と権限をもち，家族の意向に従
わない娘などが殺害の犠牲になっている．パキス
タンでは政府が関与できていない地域が指定され
ており，年間，1000 人前後が犠牲になっている
と想定されている．ヨルダンは犠牲者こそ数十人
であるのに加え，名誉殺人は殺人罪として裁かれ
るものの，娘の婚前交渉などで家族の名誉を著し
く傷つけられた場合は情状酌量などで減刑になる
場合も少なくない．事実，17 歳で妊娠し，生き
たまま火に焼かれた少女がいたが，奇跡的に助け
られ，いまは EU 圏で暮らしている．そのドキュ
メンタリ―はフランスで出版され，大きな波紋を
生んだ 45）．また，アタチュルク革命以降，イス
ラム法を否定し，もっとも伝統的法律を継承しや
すい家族法や民法を近代法として整備したトルコ

（とくに東部地域）では年間，300 ～ 400 人以上
の女性が殺害され，さらにその 3 倍の女性が家族
によって自殺に追い込まれている 46）．名誉殺人
に極めて批判的であったサッダーム・フセイン政
権の崩壊後のイラクでは名誉殺人はかえって増加
している．エジプトでも多くの小説家が名誉殺人
で犠牲になった女性を主人公に多くの作品を残し
てきたことはすでに触れた．

トルコ，イラク，シリア，イランの山岳地帯に
住むクルド人はいまなお独立国家をもたず，得意
な民間宗教であるヤズィード教を信仰している地
域が多いことで知られる．ヤズィード教はゾロア
スター教に民間伝承が入り，さらに，キリスト
教，ユダヤ教，イスラム教（とくにスーフィーこ
とイスラム神秘主義思想）の影響を受けている．
唯一神教であるが，輪廻転生説を教義としても
ち，「経典の民」からは除外されることも少なく
ない 47）．堕天使マラク・ターウースを信仰し，
ヤズィード教徒同士以外の結婚を認めていない．
ここから女性が恋人の宗教に改宗するのに対し，
名誉殺人が頻発している．さらに，難民としてヨー

ロッパの EU 圏に移住したクルド系ヤズィード教
のコミュニティでの名誉殺人の報告もある．名誉
殺人に困惑している EU 圏では文化の相違に直面
しており 48），皮肉なことに EU の中でももっと
も福祉制度が発展した北欧（とくにスウェーデン）
は，頻発している難民の名誉殺人の対応に苦慮し
ている現実がある．イギリスでは，クルド系難民
の少女に交際相手がいると疑われ，イギリスでは
なく，クルド地区に連行され，そこで石打ちの刑
になっているという報告がある 49）．サッダーム・
フセインの時代，個人あるいは共同体による名誉
殺人を厳しく取り締まっていたのが，サッダーム
政権崩壊後は規制が解けたかのように，特にクル
ド地区で名誉殺人が頻発している．

サウジアラビアでは王族の女性と他国の男性と
の事件が起きている．有名なところでは，1977年，
マシャイル・ビント・ファハド・アル = サウー
ド王女（Mashāʕil bint Fahad al-Saʕūd, 1958-1977）
はレバノンに留学したとき，在サウジアラビア大
使の甥のハーリド・シャーイル・ムルハッラル

（Xālid ʃāʕil Mulhallal）氏と恋に落ち，関係をもっ
た．ジナを犯したとされ，19 歳の王女は公開銃
殺刑，交際相手は公開斬首刑となった．マシャイ
ル王女の場合，交際相手といっしょに男装して出
国しようとした．セキュリティ・チェックと通過
する際，髪の毛を止めていたヘアピンが反応し，
拘束されたのである．この事件はイギリスで制作
されたドラマ「Death of A Princess」（1980 年）の
舞台となった．これによって，駐英サウジアラビ
ア大使の召還などの外交問題に発展した．また，
1997 年には王族の女性がアメリカの海兵隊員の
男性と駆け落ちしようとしたとして，王女は銃殺
刑，海兵隊員は斬首刑が執行された．これはイス
ラム法を利用した，王族の名誉殺人と考えること
が出来る．サウジアラビアが外国人との婚姻を厳
しく宣言していることはよく知られている．名誉
殺人は，個人を超えて国家の法あるいはイスラム
法に従って実行されているのである．

インドのヒンズー教はカースト制度であるヴァ
ルナとジャーティを規範とする．カースト制度は
インド独立に際し，憲法では禁止されながらも，
ヒンディー社会にいまなお強く残っている．カー
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スト制度は身分制度を利用して職業の自由を奪っ
たものであり，それによって混乱や争いが起きな
いように考えられたといえなくもない．言い換え
れば，インドの征服民であるアーリア民族が被征
服民のドラヴィタ民族を支配する方法であったと
もいえる．同じカーストでないと男女の結婚はで
きない，あるいは歓迎されない．経済成長が著し
く，女性の社会進出が目立つ過程で異なるカース
ト間の恋愛・結婚が増え，それによって名誉殺人
も増えたのは皮肉であった．もともとインドの
カースト社会にはサティ（寡婦殉死）50）という
習慣があり，それから逃れるための娘に対して家
族が行う名誉殺人がまかり通っていた．

明治以前の日本には密懐法があり，それが明治
以降は姦通罪として残った．儒教の影響が絶大な

韓国にも最近まで姦通罪があり，キリスト教に熱
心なアメリカ合衆国の東部・中部地域，中国，台
湾，フィリピンでも名誉殺人は犯罪として扱われ
ているが，文化的・歴史的に存在してきたことを
裏付けている．

これまで筆者は世界で特異な「復讐」を分析し
てきた．そして，復讐が決して憎悪のみで果され
ていないことに気付く．言い換えれば，自分の属
する共同体世界の一員として果たす必要のある義
務として遂行しているのである．個人による死刑
執行を容認している国は公式には無くなっていて
も，現在でも形を借りて残っている地域はなくは
なく，しかもそれが近代国家の一員として現存し
ているのである．

時代も場所も異なり，題材としてテキストは過

表 1

地域・国名 日本 アルバニア コルシカ シチリア アラビア半島 コロンビア

地形の特色 周囲を海に囲
まれ山も多い

海に面した険
しい山岳地帯

島の中央のマ
キに逃亡可能

島の中央にエ
トナ山あり

砂 漠 に 川 や ワ ー
ディが走る

アンデス山脈の最
北端にある．

復讐の規定 御成敗式目 カヌン 慣例 トラパニ法 慣例 とくになし．

現在の法 明治以降禁止 存続 19 世 紀 に 禁
止

20 世 紀 後 半
に禁止

一部地域で容認 禁止．

不貞の身内 自害または座
敷牢（農民は）

殺害
（男女とも）

殺害
（男女とも）

殺害
（男女とも）

殺害
（相手は殺さず）

相手の復讐と娘の
殺害

身分 実行は武士階
級のみ

階級は関係し
ない

階級は関係し
ない

階級は関係し
ない

階級は関係しない 階級は関係しない

宗教 仏教・儒教 イスラム教，
正教・カトリッ
ク

カトリック カトリック イスラム教 カトリック

政治 武家時代が長
い

オスマン帝国
の支配

ピサの支配後
にフランス領

スペイン・フ
ランスの支配

植民地支配あるい
は反植民地意識

19 世紀にスペイ
ンから独立．

地政学見地 太平洋や日本
海に面し，欧
米諸国は港の
使用に魅力あ
り

アドリア海に
面し，イスラ
ム，カトリッ
ク，正教の間
で争い絶えな
かった．

地中海の中央
北 部 に あ っ
て，仏伊で争
奪 を 繰 り 返
す．

地中海の中心
であり，古来
より穀物庫，
豊かな土地を
巡って争奪．

石油を産出し，ス
エズ運河に面する
シナイ半島を有す
る

18 世 紀， カ リ ブ
海沿岸は海賊の襲
撃があり，内陸部
はコーヒーやコカ
イン栽培で生計．

鎖国の経験と
植民地の経験

あり
（徳川時代）

あり
（ホジャ時代）

近世以降，フ
ランスとピサ
に支配

スペインとア
ンジュ家に支
配

聖地はイスラム教
徒のみに許可

スペインの植民地
化に置かれる．
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去のものも含んでいるが，違った形でいまも残っ
ているといわざるを得ない．その一方で，古来よ
りやり過ぎの復讐を禁止する一方，復讐のター
ゲットであることを自覚させることも行ってき
た．その中には自衛権を認めていることも少なく
ない．法治国家となった今でも，家族の意向が刑
罰に大きく影響している．そして，奇妙な共通点
も認識せざるを得ない（表 1）．

復讐は連鎖を呼び，復讐を果たしたあと，今度
は自分たちも復讐される危険があり，しばしば家
族同士の対立の歴史をうんできた．中には数世紀
に及ぶ，復讐が繰り返されてきたアルバニアなど
の例もある．復讐を近代法の立場から批判するこ
とは容易ではあるが，遺産相続・借金相続と同等
に近い価値をもたらしてきたことは事実である．
共同体社会は国家以上の大きな力を有してきたと
いわざるを得ない．復讐は報復の連鎖を生む傾向
にあることから，中東や西南アジアでは復讐に代
わって名誉殺人が家族内制裁として存在してきた
わけである．
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ランス語の著書である．

46） トルコの映画監督ユルマズ・ギュネイ（Yılmaz 
Güney）が獄中から指示して制作させた映画

『路』（Yol, 1982，第 35 回カンヌ国際映画賞パル
ム・ドール賞受賞）にも夫が獄中にいるときに
不倫をした妻を家族が拘束し，夫の仮釈放のと
きに夫に殺害させるシーン（映画では雪山に低
装備で歩かせ殺害する予定であったが，瀕死の
中で助けようとする）が出てくる．なお，トル
コにクルド系難民として EU 圏ならびにアメリ
カ合衆国で名誉殺人を犯した人たちに個別取材
してまとめた，Ayse Onal, Honour Killing: Stories 
of Men Who Killed, London, 2008（ 邦 訳 = ア イ
シェ・ヨナル，安藤建訳『名誉の殺人』，朝日
新聞出版（朝日選書），2013 年は，名誉殺人が
国境を越えて < 文化の問題〉であることも明ら
かにしてくれる．

47） 「イスラム国」（IS）が占領地のヤズィード教徒
の女性を奴隷制の復活の一環として奴隷とし，

「イスラム国」の兵士の妻とさせたことで有名
になった．「イスラム国」の考えでは，ヤズィー
ド教徒は経典の民として認めていない．

48） 拙稿「義務としての復讐をめぐる対比研究の
試み　1 −日本，アルバニア，コルシカ」（『文
京学院大学人間学部研究紀要』，総合研究所，
volume 17 [2016]）を発表したとき，同僚の宮本
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和彦教授からデンマークでの名誉殺人について
教えられた．EU 圏における難民による名誉殺
人は同氏の指摘が大きな示唆になっている．こ
こに感謝しておきたい．

49） サティとはもとは古代インドの『ラーマーヤ
ナ』に起源があり，さらわれた妻のシータ姫を
助け出した英雄ラーマーヤナに対し，シータ姫
が身の潔癖を証明するために自ら火のなかに身
を投じた．それ以降，ヒンズー社会では夫が亡
くなると妻が火の中に身を投じるサティの習慣
が生まれた．イスラム王朝であったムガル帝国
はサティを根絶しようとしたが叶わず，インド
帝国の支配下でイギリスによってサティは禁止
された．しかし，その代わりに若い未亡人が生
きるすべなく（インドでは幼児婚がいまなお多
い），物乞いで生活しているのが現実である．

50） チャンダー・スータ・ドクラ，鳥居千代香訳
『インドの社会と名誉殺人』，つげ書房新社，
2015 参照．

参考文献
　邦語，翻訳書，原著を含め，注に明記しているので，

ここでは省略した．
 
補足

（1） 引用文献の頁指定などは各国語にわたるため，
英語表記に統一した．

（2） アラビア語の引用は母音記号（シャクル）を表
記する必要があるため，原著のスキャンを利用
した．

 （2016. 9. 17 受稿，2016. 10.19 受理）


